２００６年９月の訪問者数動向について
概要
９月の訪問者総数は、前年同月に比べて７％の減少で、合計９,２４７人であった。しかし、１月～９月までの累計は、７８,９２８人となっており、９.６％増加している。
訪問目的
「観光」目的の訪問が、全体の４５％を占め、前年同月比で７.２％（２７９人）増え、合計４,１４６人であった。これに続いて「親戚・知人訪問」が、３１％の割合を占めているが、伸び率は－２.８％であった。一方、「商用」、「スポーツ」、「その他」目的の分野でもマイナスを記録し、それぞれ－２９.２％、－５１.９％、－２５％となっている。９月はテウイラ・フェスティバルの開催があったが、PR不足からか予想外に訪問者が少なかった。
マーケット

訪問者数の最も多いマーケットは、全体の４４％を占めるニュージーランドで、４.２％（１６６人）増え、合計４,０９０人であった。続いてオーストラリアが２１％の割合となっており、３.５％（６６人）の増加が見られた。一方、１７％の割合を占めているアメリカンサモアは、前年同月に比べて－２０.１％、合計１,５４６人であった。また、アメリカ本土からの訪問者数も－２２.４％を記録したが、イギリスからは「商用」目的の訪問者が増え、１０.９％（１４人）のプラス成長であった。その他、ベネルクスやドイツからの訪問者は僅かであるが増えており、それぞれ５.９％、４.９％の増加が見られた。
なお、マイナスが最も大きかったのはクック諸島の－７９.６％で、フィジー（－２２.１％）、カナダ（－４７.７％）、スカンジナビア（－３７.５％）も同様にマイナス成長を記録した。日本人訪問者も合計５４人で前年同月比、－１５.６％であった。
訪問者のプロフィール
性別ごとの訪問者数は、男性が５３％、女性が４７％の割合となっているが、それぞれ－９.３％、－３.９％であった。年齢別では、２５歳～４４歳の割合が３５％と最も多く、続いて熟年層の４５歳～６４歳で、３２％を占めている。なお、１４歳以下の訪問者は、前年同月比で４.７％増えている。
航空会社
利用航空会社別では、ニュージーランド航空が全体の３４％の割合を占め、続いてポリネシアンブルー航空が３２％の割合となっている。また、空路による入国が、全体の９７％を占め、総数で８,９３９人であった。一方、海路からの入国者数は、３％にあたる３０８人であった。
